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◇
１
月
２
日
、
往
路
◇

【
１
区
大
手
町
〜
鶴
見
21
・
４
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

東
京
・
大
手
町

　
　
　
　
　
（
中
大
応
援
団
）

　

中
央
大
学
の
応
援
場
所
は
、
東
京
・
大

手
町
の
読
売
新
聞
社
前
の
ス
タ
ー
ト
地
点

か
ら
す
ぐ
近
く
の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
前
。

リ
ー
ダ
ー
部
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、

ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
部
に
よ
る
応
援
団
の
応
援

が
は
じ
ま
る
午
前
７
時
に
は
、
早
く
も
大

勢
の
中
大
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
て
い
た
＝
写

真
左
。

2

１
月
２
、
３
両
日
に
行
わ
れ
た
第
86
回
箱
根
駅
伝
で
、
中
央
大
学
は

総
合
４
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。
５
位
以
内
は
５
年
ぶ
り
で
、
目
標
に
し

た
３
位
に
肉
薄
す
る
好
成
績
に
、「
優
勝
」
を
狙
う
来
年
に
弾
み
を
つ

け
た
。
そ
の
選
手
の
力
走
を
後
押
し
し
た
の
は
、
往
復
路
の
沿
道
で

熱
心
に
応
援
す
る
中
大
Ｏ
Ｂ
・
フ
ァ
ン
だ
っ
た
。
沿
道
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
「
ハ
コ
ネ
」
を
追
っ
た
。学生

記
者
取
材
班

特集

第
86
回
箱
根
駅
伝

総
合
４
位
を

支
え
た
も
う
ひ
と
つ
の

「
ハ
コ
ネ
」

往
復
路
の
沿
道
で

中
大
Ｏ
Ｂ
・
フ
ァ
ン
が
後
押
し

総
合
４
位
を

支
え
た
も
う
ひ
と
つ
の

「
ハ
コ
ネ
」

往
復
路
の
沿
道
で

中
大
Ｏ
Ｂ
・
フ
ァ
ン
が
後
押
し

総
合
４
位
を

支
え
た
も
う
ひ
と
つ
の

「
ハ
コ
ネ
」

往
復
路
の
沿
道
で

中
大
Ｏ
Ｂ
・
フ
ァ
ン
が
後
押
し
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淡
路
島
か
ら
選
手
の
家
族

　

そ
の
中
に
、
最
終
10
区
に
エ
ン
ト
リ
ー

し
て
い
る
辻
幸
佑
選
手
（
経
４
）
の
家
族

の
姿
が
あ
っ
た
。
父
の
辻
敏
弘
さ
ん
と
母
、

恵
子
さ
ん
、
そ
れ
に
姉
の
美
甫
さ
ん
＝
写

真
左
＝
で
、
兵
庫
県
淡
路
島
か
ら
応
援
に

駆
け
つ
け
た
。

　

敏
弘
さ
ん
は
、「
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
。

４
年
生
で
最
後
な
の
で
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

何
と
か
チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
。
ま
た
美
甫

さ
ん
は
、「
去
年
悔
し
い
思
い
を
し
た
と

思
う
の
で
、
悔
い
の
な
い
よ
う
に
頑
張
っ

て
欲
し
い
」
と
最
初
で
最
後
の
箱
根
駅
伝

と
な
る
辻
選
手
の
走
り
に
祈
り
を
込
め
た
。

　

応
援
団
を
見
守
る
人
垣
の
な
か
に
い
た

の
は
、
ブ
ラ
ス
コ
ア
ー
部
Ｏ
Ｇ
の
中
里
悠

さ
ん
（
平
成
16
年
卒
）
と
中
里
さ
ん
の
お

母
さ
ん
、
そ
し
て
中
大
進
学
を
目
指
し
て

い
る
と
い
う
弟
さ
ん
＝
写
真
左
。
お
母
さ

ん
は
、「
娘
が
在
学
し
て
い
る
と
き
か
ら

毎
年
応
援
に
来
て
い
る
か
ら
、
も
う
10
年

く
ら
い
に
な
る
」
と
い
う
中
大
フ
ァ
ン 

だ
。

　

「
初
め
て
応
援
に
来
ま
し
た
。
い
つ
も

は
テ
レ
ビ
で
観
戦
し
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
来
て
み
る
と
、
人
が
多
い
の
で
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
平
岡
浩
子

さ
ん
（
平
成
13
年
法
卒
）。「
中
央
学
院
大

学
で
駅
伝
を
や
っ
て
い
た
」
と
い
う
ご
主

人
と
一
緒
に
応
援
に
来
て
い
た
が
、「
も

ち
ろ
ん
中
大
を
応
援
し
ま
す
よ
」
と
き
っ

ぱ
り
。

　

「
箱
根
駅
伝
を
見
る
と
、
な
ぜ
か
学
生

時
代
が
懐
か
し
く
思
え
る
」
と
い
う
の

は
、
芦
沢
隆
博
さ
ん
（
昭
和
63
年
経
卒
）

で
、静
岡
の
自
宅
か
ら
駆
け
付
け
た
。「
駅

伝
を
大
手
町
で
見
る
た
め
に
、
江
戸
川
区

に
あ
る
妻
の
実
家
に
帰
省
し
て
い
る
よ
う

な
も
ん
で
す
」
と
笑
っ
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

午
前
８
時
、
号
砲
と
と
も
に
第
86
回
箱

根
駅
伝
が
ス
タ
ー
ト
。
中
大
の
１
区
水
越

智
哉
選
手
（
文
４
）
は
、
す
ぐ
に
左
に
折

れ
、
日
比
谷
通
り
に
出
て
、
早
朝
か
ら
集

ま
っ
た
中
大
フ
ァ
ン
の
熱
い
声
援
を
背
に

受
け
、
応
援
団
の
前
を
他
校
の
選
手
た
ち

と
一
団
と
な
っ
て
勢
い
よ
く
走
り
去
っ
た
。

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
15
号
線

川
崎
中
央
郵
便
局
前

　
　
　
　
　
（
学
員
会
川
崎
支
部
）

　

多
摩
川
に
か
か
る
六
郷
橋
を
渡
っ
て
５

０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
川
崎
中
央
郵
便
局

前
が
応
援
場
所
。
鶴
見
中
継
所
ま
で
あ
と

数
キ
ロ
の
所
だ
。
午
前
７
時
に
集
合
し
、

応
援
の
準
備
を
は
じ
め
た
。
参
加
し
た
の

は
10
数
人
。「
今
年
は
の
ぼ
り
を
く
く
り

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
持
っ
て
い
な
い

と
い
け
な
い
の
で
人
数
が
足
り
な
い
」
と

川
崎
支
部
事
務
局
長
の
岩
渕
義
昭
さ
ん

（
昭
和
44
年
経
卒
）。

　

川
崎
支
部
は
15
年
前
に
横
浜
支
部
か
ら

分
か
れ
、
現
在
会
員
は
約
３
２
０
人
。
岩

渕
さ
ん
は
「
以
前
は
テ
レ
ビ
を
見
て
応
援

し
て
い
た
ん
で
す
が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
川
崎

支
部
を
知
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
毎
年
、
沿

道
で
応
援
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

川
崎
支
部
で
は
、
の
ぼ
り
旗
や
Ｃ
マ
ー

ク
が
入
っ
た
小
旗
の
ほ
か
に
、
特
製
の
応

援
幕
を
用
意
。
両
端
に
棒
の
つ
い
た
長
さ

１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
Ｃ
マ
ー
ク
が
入
っ
た

布
に
、
こ
の
日
、
エ
ン
ト
リ
ー
を
確
認
し

た
う
え
で
、
水
越
選
手
の
名
前
を
書
き
入

れ
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

午
前
９
時
ご
ろ
、
水
越
選
手
が
６
位
で

通
過
し
た
。「
水
越
、
ガ
ン
バ
レ
」
の
声

援
が
飛
ん
だ
。
岩
渕
さ
ん
は
「
上
位
に
入

れ
ば
盛
り
上
が
る
の
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
っ
て
、
急
い
で
の
ぼ
り
旗
を
片

付
け
は
じ
め
た
。
こ
の
あ
と
は
自
宅
で
テ

レ
ビ
観
戦
し
、
応
援
だ
。
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電
車
を
乗
り
継
い
で
応
援

【
２
区
鶴
見
〜
戸
塚
23
・
２
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

鶴
見
〜
戸
塚
〜
平
塚

　

鶴
見
中
継
所
近
く
の
沿
道
の
な
か
に
、

選
手
を
追
っ
か
け
て
応
援
す
る
熱
烈
フ
ァ

ン
が
い
た
。
宇
留
野
信
義
さ
ん
（
昭
和
44

年
法
卒
）＝
写
真
左
＝
は
、平
成
５
年
か
ら
、

電
車
を
乗
り
継
い
で
各
中
継
所
へ
と
先
回

り
し
、
選
手
を
待
受
け
て
応
援
し
て
い
る
。

　

大
手
町
で
ス
タ
ー
ト
を
見
送
っ
た
あ
と
、

東
京
駅
か
ら
東
海
道
線
で
川
崎
駅
へ
と
急

ぐ
。
鶴
見
中
継
所
付
近
の
沿
道
で
、
２
区

の
山
本
庸
平
選
手（
経
４
）に
声
援
を
送
っ

た
宇
留
野
さ
ん
は
、
同
じ
く
東
海
道
線
の

電
車
で
戸
塚
駅
へ
と
向
か
っ
た
。
戸
塚
中

継
所
付
近
で
同
様
に
応
援
し
、
今
度
は
平

塚
駅
へ
と
向
か
う
。

　

こ
こ
ま
で
し
て
、
応
援
す
る
の
は
「
勉

学
と
陸
上
競
技
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
選
手
か
ら
感
動
を

戴
き
、
感
謝
し
て
い
る
か
ら
」
と
い
う
。

今
年
も
「
文
武
両
道
の
中
大
を
見
せ
て
欲

し
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

【
３
区
戸
塚
〜
平
塚
21
・
５
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

県
道
30
号
線

藤
沢
小
学
校
前
、

浜
見
山
交
差
点

　
　
　
　
　
（
学
員
会
藤
沢
支
部
）

　

藤
沢
支
部
は
毎
年
、
県
道
30
号
線
戸
塚

茅
ヶ
崎
線
藤
沢
小
学
校
前
と
浜
見
山
交
差

点
の
２
か
所
で
応
援
す
る
。
今
年
は
、
藤

沢
小
学
校
と
浜
見
山
に
そ
れ
ぞ
れ
約
30
人

が
応
援
に
集
ま
っ
た
。

　

応
援
場
所
は
各
校
が
暗
黙
の

ル
ー
ル
に
よ
り
毎
年
同
じ
場
所
を

確
保
す
る
。
の
ぼ
り
旗
を
15
本
立

て
て
、
選
手
が
来
る
の
を
待
っ
た

＝
写
真
下
。
午
前
10
時
30
分
を
過

ぎ
た
こ
ろ
、
藤
沢
小
学
校
前
を
３

区
の
棟
方
雄
己
選
手
（
法
２
）
が

通
過
。
一
斉
に
小
旗
を
振
っ
て
、

「
頑
張
れ
、
棟
方
」
の
声
援
が
飛
ん
だ
。

　

藤
沢
支
部
は
、
平
成
７
年
に
設
立
。
会

員
数
は
約
２
８
０
人
。「
白
門
会
が
で
き
て
、

そ
れ
ま
で
個
々
に
応
援
し
て
い
た
人
達
が

集
ま
っ
て
一
緒
に
応
援
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、平
成
８
年
か
ら
は
じ
め
た
」

と
副
会
長
の
吉
原
和
義
さ
ん
（
昭
和
48
年

経
卒
）。
こ
の
平
成
８
年
に
、
中
大
は
32

年
ぶ
り
に
総
合
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

吉
原
さ
ん
は
、「
優
勝
し
た
年
の
録
画

ビ
デ
オ
を
見
す
ぎ
て
擦
り
切
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
だ
。

「
仕
事
を
や
っ
て
い
る
と
色
々
と
嫌
な
こ

と
が
あ
る
が
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
録

画
し
た
ビ
デ
オ
を
毎
日
見
る
こ
と
で
力
を

貰
っ
た
」
と
い
う
。「
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は

中
大
が
一
番
目
立
つ
。
白
地
に
赤
の
Ｃ

マ
ー
ク
。
深
紅
の
タ
ス
キ
は
贔
屓
目
に
見

て
も
ナ
ン
バ
ー
１
」
と
熱
く
語
っ
て
く
れ

た
。

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
１
３
４
号
線

茅
ヶ
崎
市

青
少
年
会
館
前

　
　
　
　
　
　
（
茅
ヶ
崎
白
門
会
）

　

毎
年
、
選
手
が
通
過
す
る
３
時
間
前
に

応
援
場
所
を
確
保
す
る
。
日
本
テ
レ
ビ
の

中
継
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
に
映
る

好
位
置
を
先
取
り
す
る
た
め
だ
。
茅
ヶ
崎

白
門
会
幹
事
長
の
大
川
文
良
さ
ん
は
「
カ

メ
ラ
ク
ル
ー
と
は
も
う
顔
な
じ
み
に
な
っ

て
い
ま
す
」
と
笑
う
。

　

場
所
を
確
保
す
る
の
に
、
伝
統
校
同
士

で
は
、
早
稲
田
は
こ
こ
、
中
央
は
こ
こ
と

い
う
具
合
に
暗
黙
の
了
解
が
存
在
す
る
。

だ
が
、「
新
興
大
学
だ
と
そ
う
は
い
か
な
い
。

新
興
大
学
と
場
所
と
り
を
競
う
の
が
大
変

な
ん
で
す
」
と
話
す
の
は
海
老
名
健
太
朗

さ
ん
（
平
成
９
年
法
卒
）
で
、
今
年
も
テ

レ
ビ
に
映
る
い
い
場
所
が
確
保
で
き
た
。
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八
王
子
か
ら
太
鼓
を
持
参

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
１
３
４
号
線

湘
南
大
橋
出
口
付
近

　
　
　
　
　
　
　
（
平
塚
白
門
会
）

　

相
模
川
の
湘
南
大
橋
を
越
え
、
平
塚
中

継
所
ま
で
残
り
あ
と
３
キ
ロ
ち
ょ
っ
と
の

ポ
イ
ン
ト
に
平
塚
白
門
会
は
、
応
援
場
所

を
構
え
た
。
選
手
の
通
過
予
定
時
間
の
２

時
間
前
に
集
合
し
、
準
備
を
は
じ
め
た
。

午
前
10
時
半
に
は
応
援
者
数
は
60
人
近
く

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
増
え
る
勢
い
だ
。

　

平
塚
白
門
会
で
は
毎
年
手
作
り
の
小
旗

を
用
意
し
、
当
日
応
援
に
来
た
人
に
配
っ

て
い
る
。『
中
央
大
学
』
と
書
か
れ
た
の

ぼ
り
旗
も
50
本
立
て
た
。
会
員
は
左
胸
に

Ｃ
マ
ー
ク
、
背
中
に
は
『
Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
』
の

文
字
が
入
っ
て
い
る
赤
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
て
い
る
の
で
、
目
立
つ
。

　

中
大
の
校
歌
と
応
援
歌
が
流
れ
、
応
援

ム
ー
ド
は
一
層
高
ま
る
。
さ
ら
に
今
年
は

太
鼓
も
加
わ
っ
た
。
八
王
子
か
ら
石
田
章

さ
ん
（
昭
和
38
年
商
卒
）
が
太
鼓
を
持
参

し
て
応
援
に
参
加
し
た
の
だ
＝
写
真
下
。

　

平
塚
白
門
会
は
、「
平
塚
は
箱
根
の
中

継
地
点
。
そ
こ
に
い
て
何
も
し
な
い
の
は

Ｏ
Ｂ
と
し
て
さ
び
し
い
」
と
い
う
理
由
で

創
立
さ
れ
、
今
年
６
年
目
を
迎
え
た
。
平

塚
か
ら
二
宮
ま
で
会
員
が
い
て
、
現
在
会

員
は
約
２
５
０
人
。
副
会
長
の
柳
川
正
明

さ
ん
（
昭
和
37
年
商
卒
）
は
、「
平
塚
に

は
学
員
（
卒
業
生
）
が
１
５
０
０
人
ほ
ど

い
る
の
で
、
も
っ
と
会
員
が
増
え
て
ほ
し

い
」
と
願
う
。　
　

◇　
　
　
　
　

◇

　

午
前
11
時
を
10
数
分
す
ぎ
た
時
、
棟
方

選
手
は
東
洋
大
と
競
っ
て
９
位
で
通
過
し

た
。
一
斉
に
沿
道
か
ら
「
中
大
、
頑
張
っ

て
」
の
声
が
あ
が
っ
た
。

【
４
区
平
塚
〜
小
田
原
18
・
５
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
１
３
４
号
線

大
磯
Ｇ
Ｓ
ハ
タ
ノ
石
油
前

　
　
　
　
　
　
　
（
平
塚
白
門
会
）

　

平
塚
白
門
会
が
大
磯
で
応
援
す
る
の
は
、

平
塚
中
継
所
か
ら
３
キ
ロ
く
ら
い
の
と
こ

ろ
で
、
昔
の
東
海
道
の
風
情
を
残
す
松
並

木
に
近
い
地
点
だ
。
50
人
か
ら
60
人
の
人

が
沿
道
の
応
援
に
集
ま
っ
た
。
中
央
大
学

名
の
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
16
本
ほ
ど
立

て
、
手
作
り
の
小
旗
を
２
０
０
枚
配
っ
て
、

準
備
は
万
端
だ
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

４
区
を
走
る
の
は
佐
々
木
健
太
選
手

（
法
１
）。
11
時
20
分
す
ぎ
、
８
位
の
選

手
が
通
過
し
て
ま
も
な
く
、
佐
々
木
選
手

は
東
洋
大
と
９
位
、
10
位
を
競
っ
て
通
過

し
た
。
後
続
の
選
手
と
は
差
が
あ
り
、
副

理
事
の
山
田
喜
一
さ
ん（
昭
和
38
年
法
卒
）

は
、「
大
丈
夫
だ
。い
け
る
」と
今
後
の
レ
ー

ス
展
開
に
期
待
を
高
め
た
。

小
田
原
囃
子
で
盛
り
上
げ

【
５
区
小
田
原
〜
芦
ノ
湖
23・４
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
１
号
線

小
田
原
中
継
所
付
近

　
　
　
　
　
　
（
小
田
原
白
門
会
）

　

小
田
原
中
継
所
近
く
の
沿
道
に
は
約
60

人
の
会
員
が
集
ま
っ
た
。「
中
大
白
門
会
」

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
20
本
ほ
ど
沿
道

に
ズ
ラ
リ
と
並
べ
、
会
員
４
人
に
よ
る
小

田
原
囃
子
（
大
太
鼓
１
人
、
小
太
鼓
２
人
、

鐘
１
人
）
の
演
奏
で
場
を
盛
り
上
げ
る
＝

写
真
左
。
小
田
原
囃
子
と
は
、
地
元
小
田

原
に
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
伝
統
芸
能
で
、

４
人
は
小
田
原
市
役
所
小
田
原
囃
子
班
Ｏ

Ｂ
の
学
員
が
メ
ン
バ
ー
だ
。
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小
田
原
白
門
会
の
会
員
は
、
現
在
１
６

０
人
。
事
務
局
長
の
石
井
紘
一
さ
ん
（
昭

和
38
年
商
卒
）
は
、
会
が
発
足
し
た
17
年

前
か
ら
毎
年
応
援
し
て
い
る
。
石
井
さ
ん

の
在
学
時
は
、
中
大
が
６
連
覇
を
し
て
い

る
時
代
だ
っ
た
。「
も
う
一
度
、
強
い
中

大
を
見
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
応
援
を
続

け
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
の
第
73
回
大

会
で
は
、
地
元
の
小
田
原
高
校
出
身
の
豊

田
雄
樹
選
手
が
７
区
を
走
っ
た
。「
結
果

は
区
間
14
位
だ
っ
た
。
で
も
、
地
元
選
手

と
い
う
こ
と
で
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
」

と
石
井
さ
ん
は
懐
か
し
そ
う
に
語
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

順
位
を
８
位
に
あ
げ
た
４
区
の
佐
々
木

選
手
か
ら
小
田
原
中
継
所
で
タ
ス
キ
を
引

き
継
い
だ
５
区
の
大
石
港
与
選
手（
法
３
）

が
、
12
時
15
分
す
ぎ
、
勢
い
よ
く
通
過
し

て
い
っ
た
。「
今
年
は
３
位
は
い
く
か
も

し
れ
な
い
」
と
石
井
さ
ん
の
期
待
が
膨
ら

ん
だ
。

　

そ
の
後
、
大
石
選
手
が
力
走
を
見
せ
、

往
路
４
位
で
ゴ
ー
ル
。
レ
ー
ス
後
に
石
井

さ
ん
に
感
想
を
聞
く
と
、「
４
位
の
成
績

に
み
ん
な
で
大
喜
び
し
て
い
る
。
明
日
は

２
位
も
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
興
奮

気
味
に
話
し
て
い
た
。

鎌
倉
の
自
宅
か
ら
塔
ノ
沢
へ

応援

ポ
イ
ン
ト

函
嶺
洞
門
出
口
付
近

　

箱
根
塔
ノ
沢
の
函
嶺
洞
門
出
口
付
近
で

中
大
の
小
旗
を
振
っ
て
応
援
し
て
い
る
人

が
い
た
。
小
川
祝
さ
ん（
昭
和
33
年
経
卒
）

＝
写
真
左
＝
で
、
毎
年
、
鎌
倉
市
か
ら
電

車
を
乗
り
継
い
で
応
援
に
来
て
い
る
と
い

う
。

　

小
川
さ
ん
は
、
ま
ず
自
宅
の
あ
る
鎌
倉

市
か
ら
藤
沢
へ
向
か
い
、
そ
こ
の
沿
道
で

応
援
。
10
時
30
分
ご
ろ
、
選
手
が
通
過
し

た
の
を
見
届
け
て
、
Ｊ
Ｒ
藤
沢
駅
へ
向
か

う
。
10
時
49
分
の
東
海
道
線
に
乗
り
、
小

田
原
へ
。
小
田
原
か
ら
は
、
小
田
急
線
に

乗
り
換
え
、
11
時
25
分
発
の
電
車
に
乗
り
、

箱
根
湯
元
へ
向
か
う
。
箱
根
湯
元
に
は
11

時
38
分
に
到
着
。
そ
こ
か
ら
函
嶺
洞
門
ま

で
は
歩
い
て
10
分
だ
。

　

小
川
さ
ん
は
「Suica

が
無
か
っ
た
と

き
は
、
切
符
を
買
う
た
め
に
並
ん
で
、
電

車
を
１
本
乗
り
過
ご
し
て
い
た
。
昔
と

違
っ
て
今
は
本
数
が
多
い
の
で
、
電
車
で

移
動
す
る
の
も
以
前
ほ
ど
大
変
で
は
な
く

な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

大
石
選
手
は
、
12
時
30
分
を
数
分
す
ぎ

た
こ
ろ
、
函
嶺
洞
門
を
通
過
。
快
調
に
先

を
行
く
選
手
を
追
っ
た
。

応援

ポ
イ
ン
ト

大
平
台

ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ

 

（
白
門
48
会
・
不
動
産
建
設
白
門
会
）

　

小
田
原
中
継
所
か
ら
９
・
６
キ
ロ
地
点

に
あ
る
大
平
台
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
は
、
テ

レ
ビ
中
継
で
お
な
じ
み
の
応
援
ポ
イ
ン
ト

だ
。
こ
の
沿
道
に
、
地
主
さ
ん
の
了
解
を

得
て
、「
不
滅
の
六
連
覇　

中
央
大
学
」

と
い
う
横
断
幕
を
掲
げ
て
応
援
す
る
の
は
、

白
門
48
会
と
不
動
産
建
設
白
門
会
＝
写
真

下
。

　

白
門
48
会
は
、
全
員
が
白
地
に
Ｃ
の

マ
ー
ク
を
付
け
た
帽
子
と
お
そ
ろ
い
の

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
て
応
援
。
神
奈
川
県
父

母
連
絡
会
か
ら
も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
テ

レ
ビ
を
見
て
足
を
運
ん
だ
一
般
の
応
援
団

も
含
め
る
と
総
勢
50
人
の
大
応
援
団
に

な
っ
た
。

　

「
一
本
の
タ
ス
キ
を
全
員
で
つ
な
ぎ
、

一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
一

人
の
た
め
に
と
い
う
の
が
駅
伝
最
大
の
魅

力
で
す
。
で
も
一
番
は
母
校
愛
で
す
。
毎

年
、
仲
間
と
一
緒
に
応
援
し
て
中
央
大
学

で
学
ん
で
よ
か
っ
た
な
と
実
感
で
き
る
の

で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
白
門
48
会

の
新
倉
利
明
さ
ん
（
昭
和
48
年
経
卒
）。

◇　
　
　
　
　

◇

　

大
石
選
手
は
区
間
３
位
の
見
事
な
走
り

を
見
せ
て
、
３
位
日
体
大
に
11
秒
差
に
迫

る
４
位
で
往
路
ゴ
ー
ル
。
ゴ
ー
ル
後
に
電
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話
す
る
と
、
新
倉
さ
ん
は
「
大
石
君
の
力

走
に
は
感
動
し
た
。
あ
す
の
復
路
で
は
２

位
、
３
位
の
争
い
を
見
せ
て
欲
し
い
」
と

興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
様
子
で
語
っ
て
く
れ
た
。

豊
橋
か
ら
日
帰
り
で
応
援
に

応援

ポ
イ
ン
ト

元
箱
根
バ
ス
停

（
中
大
応
援
団
）

　

元
箱
根
バ
ス
停
付
近
の
中
大
応
援
団
の

応
援
場
所
で
、
選
手
通
過
の
１
時
間
半
以

上
前
か
ら
小
旗
を
振
っ
て
い
る
人
が
い
た
。

車
で
愛
知
・
豊
橋
市
を
朝
６
時
に
出
発
し
、

芦
ノ
湖
に
11
時
半
に
着
い
た
と
い
う
父
母

連
絡
会
愛
知
県
支
部
前
支
部
長
の
竹
澤
康

穂
さ
ん
＝
写
真
左
。
選
手
を
見
届
け
た
ら
、

豊
橋
に
戻
る
日
帰
り
で
の
応
援
だ
。

　

父
母
連
絡
会
愛
知
県
支
部
で
は
毎
年
、

伊
勢
の
全
日
本
大
学
駅
伝
に
50
人
く
ら
い

で
応
援
に
行
っ
て
い
る
が
、
竹
澤
さ
ん
が

箱
根
駅
伝
の
応
援
に
来
た
の
は
今
年
が
初

め
て
。「
で
き
た
ら
愛
知
県
支
部
で
毎
年
、

箱
根
の
応
援
を
や
り
た
い
け
ど
、
時
間
的
、

経
済
的
に
な
か
な
か
難
し
い
で
す
」
と
話

す
。

　

現
在
、
法
学
部
４
年
の
娘
さ
ん
の
中
大

入
学
が
き
っ
か
け
で
、
駅
伝
を
応
援
す
る

よ
う
に
な
っ
た
竹
澤
さ
ん
は
、
娘
さ
ん
を

連
れ
て
全
日
本
の
応
援
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ま
で
陸
上
に
ま
っ
た
く
興
味
が
な

か
っ
た
娘
さ
ん
が
、「
今
で
は
選
手
の
名

前
を
覚
え
る
く
ら
い
陸
上
に
は
ま
っ
て
い

る
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　

「
仕
事
が
今
年
は
勝
負
の
年
を
迎
え
た
。

箱
根
と
自
分
の
仕
事
を
重
ね
て
、
今
年
は

突
っ
走
り
た
い
と
思
っ
て
、
応
援
に
来
ま

し
た
」
と
い
う
の
は
、加
藤
清
紀
さ
ん
（
平

成
15
年
商
卒
）
と
星
野
洋
介
さ
ん
（
平
成

18
年
経
卒
）。

　

毎
年
、
バ
ス
を
仕
立
て
、
箱
根
に
１
泊

し
て
往
路
・
復
路
を
応
援
し
て
い
る
「
箱

根
駅
伝
を
強
く
す
る
会
」
の
人
た
ち
も
の

ぼ
り
旗
を
持
っ
て
配
置
に
つ
い
て
い
た
。

そ
の
一
人
、
中
村
康
弘
さ
ん
（
昭
和
55
年

理
工
卒
）
は
、
千
葉
県
流
山
市
か
ら
の
初

参
加
だ
。「
例
年
正
月
は
、
田
舎
へ
帰
っ

て
い
る
が
、
今
年
は
帰
ら
ず
に
応
援
に
来

た
」
と
い
う
。

　

平
成
８
年
に
中
大
が
総
合
優
勝
し
た
と

き
は
、
た
ま
た
ま
仕
事
で
出
て
い
た
大
手

町
で
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
を
み
る
こ
と
が
で
き

た
。
中
村
さ
ん
は
、そ
の
時
の
様
子
を「
中

大
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
光
っ
て
い
た
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

４
位
に
「
復
路
が
楽
し
み
」

◇　
　
　
　
　

◇

　

午
後
１
時
30
分
す
ぎ
、
中
大
応
援
団
の

前
を
大
石
選
手
が
４
位
で
通
過
す
る
と
、

「
い
い
ぞ
、
大
石
。
頑
張
れ
」
の
大
声
援
。

前
を
行
く
日
体
大
を
抜
い
て
３
位
に
も
あ

が
る
勢
い
に
、「
や
っ
た
ぁ
ー
」「
す
ご
い
。

明
日
の
復
路
が
楽
し
み
」
と
い
っ
た
声
が

飛
び
交
い
、
応
援
は
一
段
と
盛
り
上
が
っ

た
。

タ
ス
キ
か
け
た
中
大
応
援
犬

　

ゴ
ー
ル
地
点
近
く
の
芦
ノ
湖
湖
畔
に
、

『
中
央
大
学
』
と
書
か
れ
た
手
作
り
の
タ

ス
キ
を
胴
体
に
か
け
た
、
か
わ
い
ら
し
い

中
大
応
援
犬
が
現
れ
た
。
飼
い
主
は
末
廣

勝
さ
ん
（
法
学
部
通
信
教
育
課
程
）
と
父

親
の
正
明
さ
ん
＝
写
真
下
＝
で
、
町
田
市

か
ら
応
援
に
来
た
と
い
う
。
イ
ヌ
の
名
前

は
「
く
ま
は
ち
」
と
い
う
。
法
学
部
の
先

生
が
拾
い
、
先
生
の
自
宅
と
末
廣
さ
ん
の

家
が
近
か
っ
た
た
め
一
緒
に
育
て
て
い
る

そ
う
だ
。

　

「
く
ま
は
ち
」
は
中
大
を
応
援
す
る
人

た
ち
に
囲
ま
れ
て
す
っ
か
り
人
気
者
に

な
っ
て
い
た
。

◇
１
月
３
日
、
復
路
◇

【
６
区
芦
ノ
湖
〜
小
田
原
20・８
キ
ロ
】

 

応援

ポ
イ
ン
ト

元
箱
根
バ
ス
停

（
中
大
応
援
団
）

　

ま
だ
辺
り
が
暗
い
午
前
６
時
す
ぎ
、
中

大
応
援
団
の
場
所
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
部
、

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、
ブ
ラ
ス
コ
ア
ー

部
の
部
員
た
ち
が
、
す
で
に
到
着
し
て
い

た
。
午
前
７
時
の
応
援
開
始
ま
で
じ
っ
と
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待
つ
。
さ
す
が
に
箱
根
の
山
、
日
が
昇
ら

な
い
う
ち
は
冷
え
る
。

　

Ｃ
マ
ー
ク
が
入
っ
た
暖
か
そ
う
な
コ
ー

ト
を
着
て
、
の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
立
っ
て

い
た
の
は
、
岩
手
県
か
ら
「
箱
根
駅
伝
を

強
く
す
る
会
」
の
バ
ス
で
応
援
に
参
加
し

た
吉
田
敏
彦
さ
ん
（
昭
和
39
年
法
卒
）
＝

写
真
左
。

　

「
駅
伝
の
魅
力
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
リ

タ
イ
ア
は
許
さ
れ
な
い
緊
張
感
で
す
ね
。

１
人
が
他
の
９
人
の
た
め
に
頑
張
る
姿
が

な
ん
と
も
言
え
ず
、
良
い
」
と
吉
田
さ
ん
。

駅
伝
に
魅
了
さ
れ
、
７
年
前
、
62
歳
の
と

き
に
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
。
今
は

10
キ
ロ
を
週
５
日
走
り
、
去
年
は
ホ
ノ
ル

ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
た
。

　

「
数
年
来
、
期
待
を
裏
切
ら
れ
て
き
た

が
、
今
年
は
期
待
が
持
て
る
。
平
成
８
年

の
中
大
の
優
勝
は
テ
レ
ビ
で
観
て
い
て
感

動
し
た
。
今
度
は
ナ
マ
で
優
勝
を
観
る
の

が
夢
だ
。
足
腰
が
動
く
限
り
ず
っ
と
応
援

に
来
た
い
」
と
駅
伝
に
対
す
る
熱
い
想
い

を
語
っ
て
く
れ
た
。

６
連
覇
懐
か
し
む
応
援
団
Ｏ
Ｂ

　

午
前
７
時
に
は
じ
ま
っ
た
中
大
応
援
団

の
様
子
を
厳
し
い
眼
差
し
で
み
て
い
た
の

は
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
角
田
勝
さ
ん
（
昭
和

41
年
法
卒
）
＝
写
真
左
。
卒
業
後
も
毎
年
、

応
援
団
の
バ
ス
に
乗
っ
て
、
箱
根
ま
で
来

て
い
る
と
い
う
。「
６
連
覇
の
感
動
の
余

韻
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
応
援
団
と
観
客
と

選
手
と
の
一
体
感
、
ピ
ー
ン
と
張
り
つ
め

た
独
特
の
緊
張
感
が
何
と
も
い
え
ず
に
い

い
」
と
角
田
さ
ん
。

　

９
年
前
、
応
援
団
の
団
旗
が
強
風
で
折

れ
て
し
ま
う
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ

れ
た
。
だ
が
、
ス
ペ
ア
を
用
意
し
て
い
た

た
め
、
事
な
き
を
得
た
。
そ
の
時
、「
応

援
団
の
伝
統
を
後
輩
た
ち
が
良
く
受
け
継

い
で
く
れ
て
い
る
、と
思
っ
て
感
動
し
た
」

と
当
時
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
。

　

「
午
前
３
時
30
分
に
浜
松
を
出
発
し
、

箱
根
ま
で
応
援
に
駆
け
つ
け
た
」
と
い
う

の
は
、
中
央
大
学
父
母
連
絡
会
静
岡
県
支

部
長
の
立
林
廣
行
さ
ん
と
貴
子
さ
ん
夫
妻

＝
写
真
左
。
同
県
支
部
の
人
た
ち
と
バ
ス

を
仕
立
て
て
、
途
中
、
静
岡
、
富
士
、
三

島
を
経
て
約
３
時
間
半
を
か
け
て
午
前
７

時
に
到
着
し
た
。

　

「
息
子
が
中
大
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
、３
年
連
続
で
箱
根
に
来
て
い
ま
す
」

と
貴
子
さ
ん
。「
実
際
に
見
る
と
迫
力
が

違
う
。
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
」
と
廣

行
さ
ん
。

　

静
岡
県
支
部
の
人
た
ち
は
、
復
路
ス

タ
ー
ト
の
応
援
を
終
え
る
と
、
近
く
の
ゴ

ル
フ
場
へ
移
動
。
そ
こ
で
朝
食
を
取
り
な

が
ら
テ
レ
ビ
を
見
て
、
応
援
だ
。

応援

ポ
イ
ン
ト

大
平
台

ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ

 

（
白
門
48
会
・
不
動
産
建
設
白
門
会
）

　

４
位
で
箱
根
・
芦
ノ
湖
を
ス
タ
ー
ト
し

た
６
区
の
山
下
隆
盛
選
手
（
法
３
）
は
、

区
間
賞
ペ
ー
ス
で
快
調
に
山
を
下
っ
て
い

た
が
、
７
・
６
キ
ロ
地
点
で
ア
ク
シ
デ
ン

ト
が
お
き
た
。
左
へ
曲
が
る
急
カ
ー
ブ
で

身
を
乗
り
出
し
た
観
客
を
よ
け
、
右
横
で

並
走
し
て
い
た
２
位
の
山
梨
学
院
大
の
選

手
と
の
接
触
を
避
け
よ
う
と
し
て
前
の
め

り
に
転
倒
し
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
山
下
選
手
は
思
わ
ぬ
ピ
ン
チ

に
も
め
げ
ず
、
力
強
い
走
り
を
み
せ
た
。

13
・
７
キ
ロ
地
点
の
大
平
台
ヘ
ア
ピ
ン

カ
ー
ブ
で
、
山
下
選
手
の
走
り
を
見
届
け

た
新
倉
利
明
さ
ん
（
昭
和
48
年
経
卒
）
は
、

「
見
事
な
走
り
で
、山
下
コ
ー
ル
が
起
こ
っ

た
。
転
倒
も
あ
っ
た
が
大
き
な
け
が
に
は

な
ら
ず
、
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
た
。

　

最
終
的
に
中
大
が
総
合
４
位
で
大
手
町
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に
ゴ
ー
ル
し
た
あ
と
、
新
倉
さ
ん
に
電
話

す
る
と
、「
期
待
以
上
に
チ
ー
ム
力
が
発

揮
さ
れ
た
走
り
だ
っ
た
。
４
位
と
い
う
結

果
は
大
変
喜
ば
し
い
」
と
の
声
が
か
え
っ

て
き
た
。「
中
大
の
応
援
に
は
、
い
つ
も

た
く
さ
ん
の
人
が
駆
け
つ
け
る
か
ら
、
そ

れ
が
選
手
の
励
み
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
で
来
年
は
い
け
る
」
と
新
倉
さ
ん
は
、

早
く
も
来
年
の
優
勝
に
想
い
を
馳
せ
て
い

た
。

３
位
通
過
に
期
待
膨
ら
む

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
１
号
線

小
田
原
中
継
所
付
近

　
　
　
　
　
　
（
小
田
原
白
門
会
）

　

６
区
は
選
手
の
通
過
時
間
が
朝
早
い
た

め
に
、
往
路
に
比
べ
沿
道
で
応
援
す
る
会

員
は
少
な
い
。
そ
れ
で
も
早
朝
か
ら
20
人

ほ
ど
が
集
ま
り
、
沿
道
か
ら
声
援
を
送
っ

た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

午
前
９
時
す
ぎ
に
、
山
下
隆
盛
選
手
が

３
位
で
通
過
、
小
田
原
中
継
所
で
７
区
の

高
橋
靖
選
手
（
法
４
）
へ
と
タ
ス
キ
が
つ

な
が
れ
た
。
小
田
原
白
門
会
事
務
局
長
の

石
井
紘
一
さ
ん
は
、「
最
低
で
も
シ
ー
ド

権
は
確
保
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
だ
け
に
、
中
大
の
予
想
外
の
健
闘
に
、

「
こ
れ
な
ら
最
終
的
に
３
位
は
い
く
か
も

し
れ
な
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

【
７
区
小
田
原
〜
平
塚
21
・
３
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

大
磯
・

デ
ニ
ー
ズ
東
側
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
（
平
塚
白
門
会
）

　

道
路
を
隔
て
て
、
往
路
と
反
対
側
に
、

応
援
場
所
を
か
ま
え
た
。
平
塚
中
継
所
ま

で
、
残
り
３
キ
ロ
ほ
ど
の
地
点
だ
。
駆
け

付
け
た
会
員
は
20
人
前
後
。
そ
の
他
の
人

た
ち
を
合
わ
せ
る
と
50
人
ほ
ど
が
集
ま
っ

た
。
の
ぼ
り
旗
を
15
、
６
本
立
て
、
手
作

り
の
小
旗
約
２
０
０
枚
を
用
意
し
、
沿
道

の
人
々
に
配
っ
た
。

　

７
区
を
走
る
選
手
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
調
べ
、
高
橋
選
手
の
名
前
を
し
っ

か
り
確
認
し
た
。
午
前
10
時
近
く
、
高
橋

選
手
が
３
位
で
走
っ
て
き
た
。
副
理
事
の

山
田
喜
一
さ
ん
は
じ
め
全
員
で
、「
高
橋
、

頑
張
れ
」
と
熱
い
声
援
を
送
る
。

　

前
日
の
往
路
４
区
で
の
通
過
順
位
は
９

位
だ
っ
た
。
そ
れ
が
３
位
ま
で
大
き
く
順

位
を
あ
げ
て
き
た
。「
み
ん
な
応
援
に
意

気
が
あ
が
っ
た
。
順
位
が
あ
が
っ
て
、
今

年
は
本
当
に
盛
り
上
が
っ
た
」
と
山
田
さ

ん
。
高
橋
選
手
が
通
過
し
た
後
、
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
、「
来
年
も
必
ず
応
援
に
来

よ
う
」
と
大
き
な
声
が
あ
が
っ
た
。

【
８
区
平
塚
〜
戸
塚
21
・
５
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
１
３
４
号
線

湘
南
大
橋
入
口

　
　
　
　
　
　
　
（
平
塚
白
門
会
）

　

復
路
８
区
は
、
往
路
と
同
じ
相
模
川
を

渡
る
湘
南
大
橋
で
の
応
援
と
な
っ
た
。
例

年
は
往
路
の
反
対
側
に
移
動
す
る
が
、
今

年
は
道
路
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
だ
。

　

午
前
８
時
30
分
に
集
合
、
前
日
と
同
じ

よ
う
に
中
大
の
校
歌
と
応
援
歌
を
流
し
て
、

応
援
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
。
30
本
ほ
ど

の
の
ぼ
り
旗
を
沿
道
に
立
て
る
。
八
王
子

か
ら
は
せ
参
じ
た
石
田
章
さ
ん
も
、
前
日

の
往
路
に
引
き
続
き
持
参
し
て
き
た
太
鼓

で
応
援
に
加
わ
る
。

　

８
区
を
走
る
の
は
小
柳
俊
介
選
手
（
商

２
）。「
小
柳
と
い
う
選
手
が
来
ま
す
」
と

沿
道
の
人
に
伝
え
、
小
柳
選
手
の
姿
が
見

え
る
と
、
み
ん
な
で
「
コ
ヤ
ナ
ギ
」
と
名

前
を
大
声
で
叫
ぶ
。
10
時
20
分
ご
ろ
、
小

柳
選
手
は
３
位
で
通
過
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
恒
例
の
新
年
会
だ
。
レ
ス

ト
ラ
ン
の
２
階
を
借
り
、
３
台
の
テ
レ
ビ

を
見
な
が
ら
、
大
手
町
の
ゴ
ー
ル
ま
で
応

援
す
る
。
ゴ
ー
ル
を
見
届
け
る
と
、
全
員

で
中
大
の
校
歌
を
歌
っ
て
解
散
す
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

「
今
年
は
好
成
績
だ
っ
た
の
で
い
つ
も

の
年
よ
り
、な
ご
や
か
な
新
年
会
だ
っ
た
」

と
話
す
の
は
小
林
定
寿
さ
ん
（
昭
和
42
年

理
工
卒
）。「
平
塚
白
門
会
は
、
二
宮
か
ら

平
塚
ま
で
毎
年
熱
狂
的
に
応
援
し
て
い
る

の
で
、
今
年
の
結
果
（
４
位
）
に
満
足
し

て
い
ま
す
。
シ
ー
ド
権
争
い
だ
っ
た
去
年

に
比
べ
、
喜
び
は
と
て
も
大
き
い
」
と
小

林
さ
ん
は
ゴ
ー
ル
後
、
電
話
で
話
し
て
く

れ
た
。

応援

ポ
イ
ン
ト

国
道
１
３
４
号
線

茅
ヶ
崎
市

　
　
　
　
　
　
（
茅
ヶ
崎
白
門
会
）

　

こ
の
日
も
前
日
の
往
路
と
同
じ
に
、『
ガ

ン
バ
レ
中
央
ガ
ン
バ
レ
中
央
』『
力
、
力
、

中
央
大
学
』
の
横
断
幕
を
掲
げ
た
。
そ
の

前
を
小
柳
選
手
が
走
り
抜
け
た
＝
写
真
次

頁
。

　

こ
の
横
断
幕
は
20
年
前
に
つ
く
っ
た
も

の
で
、「
予
算
が
な
く
、
作
り
替
え
ら
れ

な
い
ん
で
す
」
と
茅
ヶ
崎
白
門
会
幹
事
長

の
大
川
文
良
さ
ん
は
、
申
し
訳
な
さ
そ
う

に
話
し
た
。
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応
援
後
は
恒
例
の
新
年
会

応援

ポ
イ
ン
ト

県
道
30
号
線

藤
沢
小
学
校
前
、

浜
見
山
交
差
点
、

遊
行
寺
坂
上      

（
藤
沢
支
部
）

　

前
日
の
往
路
に
引
き
続
き
藤
沢
小
学
校

前
と
浜
見
山
交
差
点
で
応
援
。
復
路
は
新

た
に
遊
行
寺
坂
上
を
加
え
、
３
ヵ
所
で
応

援
だ
。
こ
の
日
は
、
遊
行
寺
に
20
人
、
藤

沢
小
学
校
に
は
50
人
、
浜
見
山
に
は
、
30

人
の
合
計
１
０
０
人
ほ
ど
が
応
援
に
集

ま
っ
た
。
復
路
の
応
援
が
終
わ
る
と
、
恒

例
の
新
年
会
を
開
く
た
め
、
往
路
に
比
べ

れ
ば
例
年
多
く
の
人
が
駆
け
つ
け
る
と
い

う
。

　

選
手
が
藤
沢
小
学
校
を
午
前
10
時
50
分

過
ぎ
に
通
過
す
る
と
、
新
年
会
の
会
場
＝

写
真
左
＝
へ
移
動
。
藤
沢
支
部
で
も
、
復

路
の
ゴ
ー
ル
後
、
全
員
で
中
大
の
校
歌
を

歌
う
の
が
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
。

【
９
区
戸
塚
〜
鶴
見
23
・
２
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

保
土
ヶ
谷
区

国
道
１
号
線

西
久
保
町
バ
ス
停
付
近

   　
　
　
　
　

   

（
横
浜
支
部
）

　

復
路
９
区
で
は
、
学
員
会
横
浜
支
部
の

会
員
が
毎
年
応
援
し
て
い
る
。
往
路
２
区

は
、
選
手
の
通
過
時
間
が
朝
早
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
各
自
で
応
援
す
る
が
、
９

区
は
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
応
援
す
る
。

　

今
年
は
、
１
０
０
人
ほ
ど
が
応
援
に
駆

け
つ
け
た
。
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て
、
小
旗

を
振
っ
て
の
応
援
だ
。
今
年
は
手
製
の
小

旗
を
約
３
０
０
本
配
っ
た
。い
つ
も
は「
中

大
、
頑
張
れ
」
と
声
援
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
今
年
は
９
区
を
走
る
斎
藤
勇
人
選
手

（
商
３
）
に
、「
斎
藤
君
、
頑
張
れ
」
と

名
指
し
で
応
援
だ
。

　

横
浜
支
部
幹
事
長
の
菊
田
和
行
さ
ん

（
昭
和
48
年
法
卒
）
は
、「
戸
塚
で
斎
藤

君
が
タ
ス
キ
を
受
け
た
の
が
３
位
で
す
か

ら
ね
。
優
勝
も
狙
え
る
の
で
、
力
の
入
れ

方
が
違
う
」
と
話
す
。

　

横
浜
支
部
の
会
員
は
約
６
８
０
人
。
分

会
を
合
わ
せ
る
と
２
０
０
０
人
に
も
な
る
。

箱
根
駅
伝
の
応
援
は
、
平
成
14
年
か
ら
始

ま
っ
た
。
当
初
は
電
気
会
社
の
敷
地
を
借

り
て
、テ
ン
ト
を
張
り
、樽
酒
や
コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
を
用
意
し
て
振
舞
っ
て
い
た
、
と

い
う
。今
の
場
所
に
は
、５
年
前
に
移
っ
た
。

　

全
選
手
が
通
過
し
た
後
は
、
残
っ
た
人

で
応
援
し
た
場
所
を
掃
除
す
る
の
が
横
浜

支
部
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

後
は
、
こ
れ
も
お
楽
し
み
の
新
年
会
だ
。

【
10
区
鶴
見
〜
大
手
町
23
・
１
キ
ロ
】

応援

ポ
イ
ン
ト

川
崎
区
国
道
15
号
線

稲
毛
神
社
前

　
　
　
　
　
　
　

  

（
川
崎
支
部
）

　

10
区
の
応
援
場
所
は
、
往
路
１
区
で
応

援
し
た
場
所
の
向
か
い
側
だ
。
復
路
は
往

路
と
比
べ
て
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
準
備

が
で
き
る
。
午
前
11
時
に
集
合
。
人
数
も

約
20
人
に
増
え
、
選
手
の
名
前
入
り
応
援

幕
も
往
路
の
倍
の
４
枚
に
増
や
し
た
。

　

10
区
を
走
る
辻
幸
佑
選
手
（
経
４
）
の

父
・
敏
弘
さ
ん
と
姉
の
美
甫
さ
ん
が
駆
け

付
け
て
き
た
。
敏
弘
さ
ん
は
、
辻
選
手
の

名
前
が
入
っ
た
応
援
幕
を
見
て
、「
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
中
大
応
援
団
に

感
謝
を
伝
え
た
あ
と
、
ゴ
ー
ル
の
大
手
町

ま
で
辻
選
手
の
後
を
追
っ
た
。
母
の
恵
子

さ
ん
は
品
川
で
応
援
し
て
か
ら
大
手
町
へ

向
か
っ
た
。◇　

　
　
　
　

◇

　

12
時
30
分
を
過
ぎ
て
数
分
後
、
辻
選
手

が
４
位
で
川
崎
支
部
が
応
援
す
る
前
を
通

過
。「
い
い
ぞ
、
辻
。
前
を
追
え
」「
い
け

る
ぞ
。
頑
張
れ
」
の
声
援
が
飛
ぶ
。
選
手

通
過
後
、
事
務
局
長
の
岩
渕
義
昭
さ
ん
ら

は
後
片
付
け
を
急
い
で
、
近
く
の
居
酒
屋
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に
場
所
を
移
し
、
今
度
は
テ
レ
ビ
前
で
応

援
だ
。
新
年
会
も
兼
ね
て
ゴ
ー
ル
ま
で
見

届
け
る
。

ゴ
ー
ル
を
真
下
に
み
て
応
援

【
東
京
・
大
手
町
ゴ
ー
ル
】

応援

ポ
イ
ン
ト

大
手
町
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル

（
白
門
司
法
書
士
会
・
白
門
53
会
）

　

読
売
新
聞
社
前
の
ゴ
ー
ル
を
見
下
ろ
す

大
手
町
サ
ン
ケ
イ
ビ
ル
２
階
。
そ
の
フ
ロ

ア
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
、
ゴ
ー
ル
予

定
時
間
の
数
時
間
前
か
ら
司
法
書
士
会
白

門
会
と
白
門
53
会
の
合
同
新
年
会
が
開
か

れ
て
い
た
。
箱
根
駅
伝
の
応
援
は
今
年
で

５
年
目
に
な
る
。

　

ゴ
ー
ル
に
選
手
が
近
づ
い
て
く
る
ま
で

は
、
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
テ
レ
ビ
観
戦
。

選
手
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
同
じ
２
階
に

あ
る
ゴ
ー
ル
を
見
下
ろ
せ
る
喫
茶
店
に
移

動
す
る
＝
写
真
下
。
今
年
は
約
40
人
が
応

援
に
参
加
し
た
。

　

「
喫
茶
店
は
１
年
前
か
ら
貸
し
切
り
予

約
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
福
田
守
弘
さ
ん

（
昭
和
53
年
法
卒
）
は
、
司
法
書
士
白
門

会
と
白
門
53
会
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
的
存
在

だ
。
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、「
去
年
は
シ
ー

ド
権
ぎ
り
ぎ
り
で
怖
か
っ
た
け
ど
、
今
年

は
安
心
だ
」
と
表
情
も
緩
む
。
司
法
書
士

白
門
会
会
長
の
黒
澤
功
記
さ
ん
（
昭
和
38

年
法
卒
）
は
、「
駅
伝
は
個
人
プ
レ
ー
で

は
だ
め
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
10
人
が

走
り
抜
い
て
、
タ
ス
キ
を
つ
な
が
な
い
と

い
け
な
い
の
が
魅
力
」
と
話
す
。

　

６
年
前
に
設
立
さ
れ
た
白
門
53
会
の
会

員
数
は
約
１
６
０
人
。
こ
の
日
は
応
援
に

６
人
が
参
加
し
た
。
白
門
53
会
会
長
の
野

田
明
利
さ
ん
（
昭
和
53
年
商
卒
）
は
、
中

大
が
息
子
さ
ん
の
在
学
す
る
東
海
大
、
娘

さ
ん
が
通
う
東
京
農
大
の
上
位
に
い
る
た

め
、「
今
年
は
気
分
が
い
い
」
と
笑
っ
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

辻
選
手
が
、
区
間
２
位
の
力
走
で
３
位

の
山
梨
学
院
大
に
14
秒
差
に
肉
薄
す
る
４

位
で
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
、
窓
越
し
に
ゴ
ー

ル
を
見
つ
め
て
い
た
会
員
ら
か
ら
「
す
ご

い
」「
中
大
復
活
だ
」
の
声
と
と
も
に
一

斉
に
大
き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

応援

ポ
イ
ン
ト

選
手
を
称
え
る
会

（
日
本
橋
・
常
盤
橋
公
園
）

　

大
学
関
係
者
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
は
じ
め
大

勢
の
中
大
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
て
、
行
わ
れ

た
。
４
位
の
好
成
績
に
、
ど
の
表
情
も
に

こ
や
か
だ
。
挨
拶
に
立
っ
た
永
井
和
之
総

長
・
学
長
は
、
こ
の
結
果
に
「
あ
と
少
し

で
３
位
。
こ
れ
が
中
大
」
と
選
手
を
称
え

る
と
と
も
に
、「
全
国
で
応
援
し
て
く
れ

た
中
大
フ
ァ
ン
の
お
か
げ
で
す
」
と
述
べ
、

感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
。

　

ま
た
久
野
修
慈
理
事
長
は
、「
本
当
に

し
っ
か
り
走
っ
て
く
れ
た
」
と
選
手
を
ね

ぎ
ら
っ
た
あ
と
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
と
っ

て
の
優
勝
…
」と
思
わ
ず〝
優
勝
〞を
口
に
。

す
ぐ
に「
い
や
、来
年
は
優
勝
で
す
か
ら
ね
、

み
な
さ
ん
」
と
言
い
換
え
て
笑
い
を
誘
い
、

会
場
か
ら
は
「
そ
う
だ
」
の
声
が
飛
ん
だ
。

　

こ
れ
に
こ
た
え
て
浦
田
春
生
監
督
は
、

「
ま
た
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
し
、
来
年
の
さ
ら
な
る
上
位

進
出
を
誓
っ
た
。

辻
選
手
の
健
闘
称
え
る
父
親

　

称
え
る
会
終
了
後
、
辻
幸
佑
選
手
の
家

族
（
父
・
敏
弘
さ
ん
、
母
・
恵
子
さ
ん
、

姉
・
美
甫
さ
ん
）
が
、
辻
選
手
を
待
ち
受

け
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
笑
顔
が
は
じ
け

る
。「
品
川
で
は
『
幸
佑
コ
ー
ル
』
が
す

ご
か
っ
た
で
す
」
と
恵
子
さ
ん
。
辻
選
手

と
対
面
し
た
敏
弘
さ
ん
は
、
し
っ
か
り
と

辻
選
手
と
抱
き
合
い
、「
立
派
。
よ
く
や
っ

て
く
れ
た
」
と
涙
ぐ
ん
で
、
区
間
２
位
の

息
子
の
健
闘
を
た
た
え
た
＝
写
真
左
。

学
生
記
者
取
材
班

伊
藤
知
広
＝
今
春
、
経
済
学
部
卒
業
／
上

田
雄
太
＝
今
春
、
文
学
部
卒
業
／
野
崎
み

ゆ
き
＝
法
学
部
３
年
／
望
月
繁
樹
＝
文
学

部
３
年


